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1から 6までの目がそれぞれ 1
6
の確率で出るさいころが 1個ある．このさいころ

を 2回投げ，1回目に出た目をX，2回目に出た目を Y とする．次の問いに答えよ．

(1) Z = log2 X − log2 Y とおく．このとき，Z が 1以上となる確率を求めよ．

(2) (1)の Z が 1以上となったときに，X と Y のうち少なくとも一方が 2である条件

付き確率を求めよ．

(3) W = log2 X + log2 Y とおく．このとき，W が整数となる確率を求めよ．

(4) (3)のW が整数となる事象を Aとする．条件付き確率 PA(B)が 1
3
となるよう

な事象 B の例を 1つ挙げよ．

(26 北海道教大 2)

【答】

(1) 1
4

(2) 4
9

(3) 1
4

(4)「XY = 4」となる事象

【解答】

(1) Z = log2 X − log2 Y = log2
X
Y

底が 2の対数関数は単調増加であるから

Z ≧ 1 ⇐⇒ X
Y

≧ 2

∴ Y ≦ 1
2
X …… 1⃝

である．X, Y はそれぞれ 1回目に出た目，2回目に

Y = 1
2
X
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出た目であるから，

1 ≦ X ≦ 6, 1 ≦ Y ≦ 6

を満たす整数であり， 1⃝を満たす組 (X, Y )は右図
の黒丸 9個である．
求める確率は

9
62

= 1
4

……（答）

である．
(2) (1)の黒丸 9個のうち X と Y のうち少なくとも一方が 2であるのは

(X, Y ) = (2, 1), (4, 2), (5, 2), (6, 2)

の 4個であるから，求める条件付き確率は

4
9

……（答）

である．



2

(3) W = log2 X + log2 Y = log2 XY

W が整数となるのは XY = 1, 2, 4, 8, 16のときで

(X, Y ) =(1, 1),

(1, 2), (2, 1),

(1, 4), (4, 1), (2, 2),

(2, 4), (4, 2),

(4, 4)

の 9通りがある．求める確率は

9
62

= 1
4

……（答）

である．

(4) PA(B) = 1
3
となる事象 B は，W が整数となる (3)の事象 Aのうちから根元事象が 3個

となる事象を考えればよいから，事象 B の 1つとして

「XY = 4」となる事象 ……（答）

がある．．

• 他にも事象 B として

「X = 1」となる事象， 「X = 2」となる事象， 「X = 4」となる事象，
「Y = 1」となる事象， 「Y = 2」となる事象， 「Y = 4」となる事象，
「X = Y」となる事象

などがある．


